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２０２６年度（令和８年度）事業方針 

 

私たちは、第５期指定管理期間に合わせ、「持続可能な組織となるための進化」をテーマにし

た５ヵ年の経営計画を令和６年度に策定しました。 

令和８年度の事業計画作成にあたっては、この経営計画に基づき、市民の皆様が安全・安心に

スポーツを楽しんでいただけるよう配慮しています。計画した目標の達成と検証、新規事業への

挑戦、事業の見直しや廃止、収益向上を目指した新たな取り組みを進め、ＰＤＣＡサイクルを実

行しながら、職員一丸となって質の高い運営を目指します。 

苫小牧市委託事業の実施においては、令和８年度に見直しが行われる「第２期苫小牧市スポー

ツ推進計画」の趣旨を取り込み、地域における健康増進や生きがいのあるスポーツ活動の推進、

子供たちが 1 つの種目に絞らず、同時期に複数のスポーツを体験・実施できるマルチスポーツを

推進に努め、スポーツの習慣化に取り組み市民のスポーツ週 1 回以上実施率の向上に努めます。 

また、新たに事業委託される日本スポーツ協会資格取得支援事業、パラスポーツの推進事業を

実施するほか、スポーツ合宿の誘致助成事業を行い交流人口の増加を目指します。既存の事業に

ついては、市内でスポーツをする選手への支援や競技団体の支援、スポーツを支えるスポーツボ

ランティアの育成に努めてまいります。 

指定管理施設の運営では、アイスホッケー体験やカーリング体験など氷上スポーツ体験事業を

資源とした教育旅行や企業研修の誘客を行い、自主事業の充実を図るほか、シーズンオフ期間の

アリーナ活用、会議室における運動メニュー充実、ロビーや屋外スペースによる、各種イベント

を開催し、利用者と収益の拡大を図ります。また、職員の人材育成にも取り組み施設管理だけで

はなく、カーリングの独自指導に向けた職員研修に取り組むなどオールラウンダーな人材育成に

も取り組みます。貸館業務についてはＤＸ化を図り利便性の向上に努めます。 

現在、市のスポーツ推進審議会で検討が進められている「第２期苫小牧市スポーツ推進計画」

について、当協会の経営計画と照らし合わせ、計画の中間見直しに着手いたします。 
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 ２０２６年度（令和８年度）事業計画 

１．公益目的事業 

公１−１ スポーツに関する大会、教室、講習会等開催事業 

本事業は、苫小牧市・苫小牧市スポーツ協会・競技団体が事業を主催し、スポーツに関する多様な事業を企

画・実施することにより、地域のスポーツの普及振興を図り、広く市民にスポーツへの参加機会を提供する 

※事業名（実施時期／参加見込） 

 

ア．スポーツ大会等開催事業（定款第４条第１号事業）事業費５，６５３，０００円 

市民スポーツ祭など各種大会を実施し、中高生から一般まで幅広い年齢層を対象に体力の向上、競技力の向

上を目的とした事業を開催する 

（１）市民スポーツフェスティバル 

 第５８回市民バドミントン大会（９月／５０名） 

 第４５回市民ソフトテニス大会 中学２年生以下の部／一般の部（１０月／２００名） 

 第５８回市民卓球大会（１０月／１５０名） 

第２４回市民フロアカーリング大会（９月／１００名） 

第２５回市民スポンジテニス大会（１０月／３０名） 

第３回市民ボッチャ交流大会（１１月／４０名） 

第１０回苫小牧市民パークゴルフ交流大会（１０月／２００名） 

【共催】ＪＦＡフットボールデー２０２６北海道ｉｎ苫小牧（９月／１，０００名） 

【共催】第４７回苫小牧市民ラグビー祭（１０月／１１０名） 

【共催】第５３回苫小牧地区弓道選手権大会（９月／１００名） 

【共催】第５２回苫小牧バレーボールまつり（９月〜１２月／７００名） 

（２）【実行委員会事業】第４３回とまこまいマラソン大会（６月／１，２００名） 

（３）【実行委員会事業】とまこまいスポーツフェスティバル２０２６（１０月／７，５００名） 

（４）スポーツ大会開催事業 

 苫小牧北ロータリークラブ杯第２６回Ｊｒアイスホッケーチャレンジカップ（１２月／１８０名）

 第３回日本生命杯争奪少年野球大会（８月／２４０名） 

 大鷲旗争奪第６４回苫小牧朝野球大会（５月〜８月／５５０名） 
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イ．スポーツ教室・講習会開催事業（定款第４条第１号事業）事業費８，８９９，０００円 

幼児、児童、親子、一般、女子、高齢者など対象別に各種スポーツ教室、講習会を開催し、スポー

ツに関する学習の機会やスポーツへの動機づけ、基礎技術の習得、体力づくり、健康の維持増進の

場を提供する 

（１）スポーツ教室・講習会 

運動会目前!!キッズかけっこ教室（５月／４２名） 

初級・中級テニス教室（６月／１００名） 

基礎から学ぶはじめての弓道教室(中学６月〜８月・一般９月〜１０月／２６０名） 

 アウトドアスポーツ体験教室（１０月／３０名） 

市民ソフトテニス教室（１０月〜１１月／６０名） 

ＴＯＭＡＫＯＭＡＩチャレンジスポーツクラブ（２月〜３月／９０名） 

 簡単・楽しく！！からだ変身！！運動教室（４月〜２月／６００名） 

 【共催】市民アーチェリー教室（５月／１０名） 
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（２）氷上スポーツ育成事業 

 スケートエンジョイスクール ｎｅｐｉａ会場（１２月〜３月／１，１２０名） 

 スケートエンジョイスクール ダイナックス会場（１２月〜３月／５５０名） 

 スケートエンジョイスクール 新ときわ会場（１２月〜３月／３００名） 

スピードスケート体験教室（１０月〜２月／３５０名） 

展示室整備事業（通年） 

広告フェンス取り付け事業（４月〜６月） 

幼児対象氷上スポーツ育成事業補助金（６月〜３月）新規移管 

（３）スポーツマスター派遣事業 

佐藤久佳水泳教室（開催時期未定／３０名） 

 大澤ちほアイスホッケー教室（開催時期未定／３０名） 

     

（４）青少年スポーツ振興事業 

カムカムスポーツキッズ、青少年スポーツの普及事業 新規移管 

 

公１−２ スポーツ普及のための人材登録・紹介事業及び、競技力向上等事業 

本事業は、スポーツ活動を続けていく上で重要な、スポーツ指導者やスポーツボランティアを登録及び紹介

することを目的とした事業を実施する。また、競技力向上のための各種スポーツ講演会等の開催、競技団体

活動助成を行う 
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ア．スポーツ人材登録及び紹介事業（定款第４条第２号事業）事業費６１０，０００円 

（１）ＴＳＰＯ人材バンク（通年） 

スポーツ指導者やスポーツボランティアの人材登録を促進するとともに、当協会ホームページで 

登録指導者を紹介し、地域からの要望に応じ指導者、ボランティアの紹介を行う 

①スポーツ指導者発掘及び登録紹介事業 

②部活動指導者発掘及び登録紹介事業 

③スポーツボランティア発掘及び登録紹介事業 

（２）ＪＳＰＯ資格取得支援事業助成事業（通年／５０名） 新規事業 

   ２０３０年から日常的な指導も資格が必要とのＪＳＰＯの方針があり、市内スポーツ指導者の資格 

   取得支援事業を追加する 

（３）中学校部活動の地域移行に関する事業 

部活動地域展開に伴う地域総合クラブ構築支 

援等 

   

 

 

 

 

 

イ．競技力育成強化等に関する事業（定款第４条

第３号事業）事業費１，３５０，０００円 

（１）加盟団体強化事業（通年） 

加盟団体の競技力向上や普及を目的として、別に定める助成金要綱により、年に１回活動助成金の

支給を行うとともに、全道・全国大会を誘致した加盟団体に対し、別に定める助成金要綱に基づき、

大会助成金を支給する 

（２）講演会等開催事業（開催時期未定／３０名） 

競技力育成強化を目的とした講習会等を開催し、スポーツ活動に役立つ知識や最新の情報を、広く

指導者・選手・一般愛好家に対し啓蒙していく 

 

公１−３ スポーツ大会への参加奨励、スポーツ少年団の育成、功績者表彰事業 

各地で開催される全国・全道大会に参加する際に遠征費の一部助成を行う。市内のスポーツ愛好者にスポー

ツに親しみ地域間でスポーツ交流できる機会を提供する。スポーツによる青少年の健全育成を目的とした各

種事業を企画・実施しスポーツ少年団の育成を図る。苫小牧市内において特に顕著な功績のあった者を表彰

する。 

 

ア．スポーツ大会参加奨励に関する事業（定款第４条第５号事業）事業費２６，２０１，０００円 

（１）全道・全国大会参加助成事業（独自） 

地区予選・推薦を経て苫小牧市の代表として、全道・全国・国際大会に出場する、一般の個人・団

体に遠征費の助成を行う（対象：１８歳以上の大人「学生除く」） 
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（２）全道・全国大会遠征費補助事業（移管） 

地区予選・推薦を経て苫小牧市の代表として、全道・全国大会に出場する選手若しくは指導者に遠

征費補助金を交付する（対象：小学・中学・高校・大学） 

（３）国際大会出場奨励金交付事業（移管） 

世界規模のスポーツ大会に出場する者の栄誉を称え、活躍を祈念するとともに、市のスポーツ振興

及びスポーツ活動に対する市民の意識高揚を図るため、国際大会出場奨励金を交付する 

（４）全国･全道スポーツ大会開催運営補助金交付事業（移管） 

苫小牧市で開催される小学校、中学校、高等学校及び高等専門学校の学生を対象としたスポーツ競

技の全国大会並びに全道大会の開催に必要な経費の一部に対し、補助金を交付する 

（５）苫小牧市スポーツ合宿等助成金 新規移管 

苫小牧市外の学校、実業団、クラブ等に所属する団体が、スポーツ技術向上のための練習や研修等

を目的に宿泊する際の参加者の延べ宿泊数に応じて、助成金を交付する 

     

イ．スポーツ少年団育成事業（定款第４条第６号事業）事業費１，１２４，０００円 

（１）大会開催事業 

 各種競技の大会を開催する事でスポーツに親しむ機会を提供し、競技力の向上と青少年の健全育成

 を図る 

 第５２回市長旗争奪少年野球大会（５月／２５０名） 

第５７回交歓大会兼第３３回高沢杯争奪大会（９月／８０名） 

 第５４回スポーツ少年団剣道交流会（１０月／８０名） 

     

（２）少年団リーダー・指導者養成事業 

 各種研修会、交流会にスポーツ少年団員・指導者を派遣し、指導者育成、リーダー育成を図る 
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 北海道スポーツ少年大会（開催時期未定） 

 北海道スポーツ少年団リーダー研修会（１２月） 

 胆振管内スポーツ少年団ジュニアリーダー交流研修会（１月） 

 苫小牧市スポーツ少年団ジュニアリーダー交流研修会（３月／２０名） 

 北海道スポーツ少年団指導者研究大会（１１月） 

 苫小牧市スポーツ少年団指導者母集団研修会（３月／４０名） 

（３）スポーツ少年団運営 

 スポーツ少年団登録事務、胆振管内スポーツ少年団協議会への参加 

 

ウ．スポーツ功績者表彰に関する事業（定款第４条第７号事業）事業費８４２，０００円 

（１）スポーツ功績者表彰事業 

苫小牧市のスポーツ普及発展に尽力された

方、競技大会において優秀な成績を収めた個

人、団体を対象とし、その功績に応じ「特別

賞」「功労賞」「優秀賞」「奨励賞」「感謝状」を

贈呈する 

（２）スポーツ少年団表彰事業 

苫小牧市スポーツ少年団の普及発展に尽力さ

れた方、競技大会において優秀な成績を収め

た個人、団体を対象とし、その功績に応じ「育

成功労賞」「スポーツ奨励賞」を贈呈する 

公１−４ スポーツ（スケート競技）振興のための各種教室の開催及び施設の管理運営事業 

氷都苫小牧のスケート競技人口拡大のための普及事業や、競技力向上のための事業を開催、及び競技団体の

事業を支援。指定管理者としてスケート競技の拠点施設であるｎｅｐｉａアイスアリーナやダイナックス沼

ノ端アイスアリーナの管理運営を行う事により、施設を活用した様々な教室やイベントを開催する事が出来

る。 

ア．ｎｅｐｉａアイスアリーナ自主事業に関する事業（定款第４条第８号事業） 

            事業費１，６８６，０００円 

 各種イベント、教室等を開催し地域住民にスケートに親しむ機会を提供することにより「ｎｅｐｉ 

    ａアイスアリーナ」と地域との交流を深めることを目的とする 

 ①水鏡見学会（４月／９００名） 

 ②オープニングイベント（７月／９００名） 

 ③小学生クロスアイスゲーム（７月／４０名） 

④アイスキーパー体験会（７月／１０名） 

 ⑤七夕企画「スポーツ短冊で夢を叶えよう！！」（７月〜８月／２００名） 

 ⑥カジュアルホッケー（７月〜３月／７５０名） 

⑦フィギュアスケートゾーン（７月〜３月／２０名） 

⑧氷上スポーツ体験事業（７月〜３月／５団体、１５０名） 

⑨スケートワンポイントレッスン（７月〜３月／１０名） 
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 ⑩小学生スケートスクール（１０月〜１月／２５０名） 

 ⑪クリスマスイベント（１２月／１２０名） 

 ⑫幼児・小学生アイスホッケー教室（２月／３０名） 

 ⑬親子スケート体験会（３月／１０名） 

 ⑭大人のためのアイスホッケースクール（３月／９０名） 

 ⑮大人のためのフィギュアスケートスクール（３月／１０名） 

⑯こおりのおえかきひろば in ネピアリ（３月／３００名） 

⑰ロビー・駐車場を活用したイベント誘致事業（通年／２，０００名） 

⑱貸スケート・スケート研磨事業（通年） 

     

 

 

 

イ．ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ自主事業に関する事業（定款第４条第８号事業） 

          事業費１，６４３，０００円 

 各種イベント、教室等を開催し地域住民にスケートに親しむ機会を提供することにより「ダイナッ

 クス沼ノ端アイスアリーナ」と地域との交流を深めることを目的とする 

 ①水鏡見学会（４月／１５０名） 

 ②オープニングイベント（６月／１００名） 

 ③氷上スポーツ体験事業（６月〜３月／１０団体、２００名） 

 ④アイスキーパー体験会（７月／１０名）  

 ⑤小学生スケートスクール（１０月〜１月／２００名） 

 ⑥カーリング体験会（６月〜９月／４０名） 

 ⑦お正月イベント（１月／２５０名） 

 ⑧ＤＹＮＡＸアイスホッケースクール（２月／５０名） 

 ⑨カジュアルホッケー（６月〜３月／１，２００名） 

⑩フィギュアスケートゾーン（６月〜３月／２０名） 

⑪スケートワンポイントレッスン（６月〜３月／１０名） 

 ⑫貸スケート・スケート研磨事業（通年） 
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ウ．施設の貸出しに関する事業（定款第４条第８号事業）事業費２８２，９０５，０００円 

ｎｅｐｉａアイスアリーナ、ダイナックス沼ノ端アイ

スアリーナの設置目的を踏まえ、各種競技大会、専用

利用、研修会、レクリエーション、個人のトレーニン

グ利用などに、アリーナ、会議室、トレーニング室の

貸し出しを行う。また、ダイナックス沼ノ端アイスア

リーナでは、地域団体や教育機関と連携し、カーリン

グ体験会を行うことで用具の有効活用に繋げる。施設

の維持管理にあたっては「スポーツ施設管理士」「ス

ポーツ施設運営士」の両資格を有する「上級スポーツ

施設管理士」が１１名おり、利用者の安全な施設利用のため万全を期している。貸出方法は、苫小牧市白鳥

アリーナ条例及び規則、苫小牧市スポーツセンター条例及び規則、運用内規などに基づき利用の受付、貸出、

利用料金の徴収を行う。また、利用状況、利用の方法などについてはホームページで公表している 

（１）運営目標 

 ①利用者の平等利用の確保（ユニバーサルサービスの充実） 

 ②施設効用の最大化（開館日拡大、利用環境向上、システム化推進、新たな利用者発掘） 

 ③安定的な管理体制（組織改革・人材育成、働き方改革、職員研修） 

 ④管理経費の縮減（３Ｒで経費縮減、省エネの取組み、施設利用促進） 

 ⑤具体的な目標（利用人数１０万人以上、モニタリング評価９０点以上） 

 ⑥安全管理の対策（資格取得、火災等訓練実施、防犯対策、機器類整備の実施） 

 ⑦団体運営と法令遵守（自主財源の拡大、スポーツ団体ガバナンスコード） 

（２）目標数値（令和６年度実績参考） 

①ｎｅｐｉａアイスアリーナ目標数値 

 一般滑走    ３，０００名 

 トレーニング室   １１，０００名 

 リンク専用貸切   ５１，０００名 

 会議室専用貸切   １５，０００名 

    催し物来場者   ６８，０００名 

    自主事業等    ２，０００名 



10 
 

    合  計  １５０，０００名 

②ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ目標数値 

一般滑走    ６，５００名 

リンク専用貸切   ６５，０００名 

催し物来場者    ８，０００名 

自主事業等      ５００名 

合  計   ８０，０００名 

    

 

 

 

 

 

 

 

２．収益事業 

収１ 物品販売等事業 

本会の公益目的事業の推進に資するための付随事業で、グッズの販売、大会写真販売など利用者サービスの

一環として収益を得ることを目的とした事業を行う。 

ア．物販等事業（定款第４条第９号事業）事業費 ５７，０００円 

（１）写真販売事業 

（２）レッドイーグルス北海道グッズ委託販売事業 

（３）スケート用品、アイスホッケー消耗品、軽食などの窓口販売事業 

（４）スケート靴・スポーツ用具貸出事業 

（５）備品貸出事業 

 

３．その他の事業（相互扶助等事業） 新規移管 事業費２２，７００，０００円 

他１ ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点機能強化事業 

令和８年度より、苫小牧市から移管を受け、施設管理者である当協会がスポーツ庁の委託事業を受託し、

アイスホッケー強化拠点の環境整備について実施する。 
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（１）委託期間 契約締結の日から令和９年３月３１日 

（２）委託業務内容 

①スポーツ庁への委託事業実施計画提出及び、委託事業実施報告の提出 

②委託事業の予算執行に係る経理業務 

③競技別 NTC 合同ミーティング等への職員派遣 

④公益財団法人日本アイスホッケー連盟への再委託業務 

      

 

４．その他事業 

（１）実行委員会事業への参画 

①全国高等学校選抜アイスホッケー大会 

２０回大会から実行委員会事務局と大会運営を 

担っている事業。 

②パラスポーツ振興事業 新規移管（４月〜３月） 

    新規移管事業として、パラスポーツの教室・体験 

 会の実行委員会事務局と事業を運営。 

③とまこまいスケートまつり 新規移管（令和８年

度はスポーツ都市推進課共同実施） 

新規移管事業として、スケート行事部が実施する町内会交流競技の氷上交流会、フロアカーリング 

大会と苫小牧チビッコスケート競技会の運営を行う。 

（２）スポハラ（スポーツにおける暴力行為等）相談窓口事業 新規独自事業 

暴力行為等に関する相談及び、問い合わせに対する体制を整備し、スポーツ活動の健全な発展とスポ 

ーツに関わる人々の権利利益の保護を図ることを目的に相談体制を構築する。 

（３）地域貢献事業 

①募金箱設置活動 

    施設管理窓口に北海道盲導犬協会募金箱を設置し、利用者や職員からの善意を送金する 

②地域の環境美化活動 

市内企業・団体との協働で花壇整備事業、清掃活動など環境美化活動、環境保全活動で実施 

（４）スポーツツーリズム推進事業 

   ①苫小牧市ＭＩＣＥ誘致推進協議会との協働 

    Ｊ１リーグ名古屋グランパスの苫小牧キャンプ、北海道日本ハムファイターズ２軍施設の誘致を
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 はじめ、プロスポーツ、氷上スポーツを中心とした競技大会の誘致、開催支援に加え、ＭＩＣＥ

 誘致推進協議会が行う合宿誘致セールス、市・観光協会と協働で教育旅行等の道外観光プロモー

 ションに取り組み、道外からの誘客活動を行う。 

   ②プロスポーツへの貢献事業 

    ｎｅｐｉａアイスアリーナを拠点として活動するレッドイーグルス北海道をはじめ、市と包括連

 携協定を結ぶレバンガ北海道、北海道イエロースターズの活動を支援するとともに協働イベント

 の開催を通じて地域スポーツの振興と市民との触れ合いの場を創出する。 

 ③アニメツーリズム事業  

 観光協会が進めるアニメツーリズム事業と協働し、アイスホッケー漫画ドッグスレッドによる氷

 都苫小牧のＰＲ活動を行う。 

（５）オリンピアン大澤ちほさんとの協働 

大澤ちほさんとのアドバイザリー契約を結びスポーツ協会とともにスケート、アイスホッケー振興 

事業に取り組む。 

（６）広報活動について 

ホームページでは協会事業、加盟団体等の情報などを集 

約する他、管理施設の情報を集約した情報発信を行うと 

ともに、ＳＮＳ活用による情報発信や地域メディアとの 

連携に取り組む。 

（７）職員研修事業 

   新採用職員研修、接遇マナー研修、コンプライアンス研 

   修、消防訓練・消防設備使用研修など職員研修を行い職 

   員の資質向上を図る 

 








